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1. 人体の腰部を前・後・側面からみ ると異 なった形

態を示している。 タ イトスカ ートにおいては，この腰部

前後の体型差を，主 としてダ ーツによって適合 させてい

るが，脇線の作図において もこの差を考 慮して 設定 する

ことがのぞましい のではないか と考え 本 実 験 を 行 な っ

た。

2. スラ イデングゲ ージ・ヒ ュ―ズ法を併用し，腰部

を計測した。被験者は18~22 歳の健康な女子学生100 名

で，体操用メ リヤ スワンピ ースを着用，胴部の最 も細い

と思われる位置にゴ ムテ ープをあて， ウェ ストラインと

し，直立正常姿勢時において，腹部 と腰部の最 も突出し

た部位 より各2~3cm 下までを実測し，脇・前後部縦切

断シルエ ット・ 横切断 シルエ ットを とった。こ れから 立

体模型をつ くり，これ と縦 横切断 シルエ ットから脇線 の

位置・ 曲線を検討し，外観観察 も行ない， タイトスカ ー

トの脇線を作図し，前記 と同 条件 の学生200 名につ き着

用実験を行な った ところ， 補正が少な く比較的好まし く

適合し た。

3. 後部はヒ ップ ラインを，前部は腹 位を基点 として

腰部脇 線を 作図 するこ とが のぞ ましいのではないか と考
える。


